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　進級し高学年の仲間入りした5年生。来年6年生になっ

たときにどんなことができるかを考えるスタート地点にた

ち，本校では，保幼小連携教育の推進の一環で，来年1年

生に入学する地域の幼稚園・保育園児と「学校探検」「給

食交流会」を行った。自分たちにできることは何かを考え

ながら幼児のお世話の仕方も上手になってきた。この経験

を活かしつつ，家庭科として学んだことを生かし，計画か

ら実践までの活動ができることを目指し，交流会を計画し

た。「B衣食住の生活」の内容との関連を図り，簡単な調

理をしたり，小物を作ったりして，幼児との交流する活動

を工夫し，児童が考えを広げたり深めたりできるようにし

た。課題を解決できた達成感や実践する喜びを味わい，さ

らに生活をよりよくしようと改善・実践できる子を目指し

て本題材を設定した。またこの会だけでなく本校はコミュ

ニティスクールとして何人もの地域の方々がいつもかか

わってくださっている。家族との触れ合いや団らんなどに

もつなげられ，さらに地域の人々とのかかわりにも目を向

けられるようになってほしい。

　この題材は新学習指導要領のＡ（４）（生活課題を発見し，

その解決のために衣食住などの学習活動を通して身につけ

たことを生かした実践ができたり，実践から新たな課題を

見つけたりすることができる。）の題材に活用できるもの

で，総合的な学習の時間と合わせても実践可能である。そ

の場合，課題設定　計画，評価・改善を家庭科の中で，実

践は総合的な学習の時間で行う。

3. 学習指導計画の解説
●題材設定の理由

4. 活動例・ワークシート
●活動例

● ワークシートから（振り返り・今後に活かしたいこと）

　基本的な会の流れは同じだが，ダンス・王様じゃんけん・リコーダーの演奏・合唱・クイズ・マジック・お笑い芸など

各クラスで話し合い，趣向を凝らした出し物で園児たちをもてなした。小物のプレゼントのタイミングも考えていた。司

会の担当はしっかり原稿を作成していた。

（小 物つくり）クリスマスツリーを作ってみて今まで習っ

たことを生かして上手に作れたのでよかった。思って

いたより細かいパーツがあってむずかしかった。

（調 理）さつまいもがかたくてほうちょうで切るのがむず

かしかった。スイートポテトの形を作るのが楽しかっ

た。オーブンを初めて使ってやけどをしないか心配だっ

た。「おかわり」と言ってもらえた。

（交 流会）ようち園のみんなが笑顔でおいしくスイートポ

テトを食べてくれてうれしかった。プレセントを「お

部屋にかざろう」と言ってもらえてうれしかった。よ

うち園の子からもプレゼントをもらえてうれしかった。

やさしく接することができた。失敗もあったけどよう

ち園のみんなのえがおを見たら，いがいに喜んでくれ

ているんだなと思った。みんな最後に手をふってくれ

たので仲良くなれたと思った。

（今 後）総合の時間でお世話になった地域の人をもてなし

てみたい。スイートポテトを家でも作って家族にも出

し物を見せたい。6年生になってようち園の子が入学

したらたくさんお世話がしたい。


